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（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（子どもの権利）　子どもの権利を守る会
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党

（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（緑・つながる）　緑・つながる小金井
（街の仲間たち）　街の仲間たち

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
昨
今
の
異
常
気
象
や
熱
中

症
等
に
よ
り
子
ど
も
達
の
命
を

守
る
大
事
な
ス
キ
ル
で
あ
る
水

泳
授
業
が
存
続
の
危
機
に
あ
る
。

ア
令
和
元
年
か
ら
４
回
目
の
一

般
質
問
と
な
る
が
水
泳
授
業
委

託
の
検
討
状
況
は
。イ
多
摩
市
・

東
村
山
市
・
国
分
寺
市
・
立
川

市
・
昭
島
市
・
清
瀬
市
は
委
託

を
実
施
し
て
い
る
。
第
一
小
学

校
を
除
く
８
校
の
プ
ー
ル
が
築

30
年
、
う
ち
６
校
が
50
年
を
超

え
い
つ
ま
で
も
検
討
し
て
い
る

状
況
で
は
な
く
、
来
年
度
の
試

行
実
施
に
向
け
取
り
組
む
べ
き
。

部
長　

ア
東
村
山
市
や
国
分

寺
市
か
ら
情
報
を
得
て
効
果
的

な
実
施
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。

教
育
長　

イ
来
年
度
の
試
行

高
木
章
成

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
普

遍
的
理
念
を
い
か
に
市
政
に
反

映
し
て
い
く
か
。

市
長　

差
別
の
禁
止
、
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
、
生
命
・
生

存
及
び
発
達
の
権
利
、
子
ど
も

の
意
見
表
明
・
尊
重
の
四
原
則

は
こ
ど
も
基
本
法
に
も
あ
り
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

❷
子
ど
も
の
権
利
の
日
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

市
長　

認
知
度
が
上
が
っ
て

い
な
い
。
子
ど
も
の
権
利
の
日

を
制
定
し
て
子
ど
も
の
権
利
を

し
っ
か
り
周
知
し
、
具
体
的
な

取
組
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

❸
ア
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

取
組
と
課
題
は
。
イ
子
ど
も
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
現
状
と
成

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
本
年
４
月
か
ら
改
正
道
路

交
通
法
の
施
行
に
伴
い
、
年
齢

を
問
わ
ず
自
転
車
に
乗
る
全
て

の
人
を
対
象
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

自
転
車
事
故
で
死
亡
し
た
人
の

約
７
割
が
、
頭
部
に
致
命
傷
を

負
っ
て
お
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
い
な
い
場
合
の
致
死

率
は
、
着
用
し
て
い
る
場
合
の

約
2
・
3
倍
も
高
く
な
っ
て
い

る
。
ア
都
内
自
治
体
の
購
入
費

用
助
成
の
状
況
は
。
イ
小
金
井

市
に
お
い
て
購
入
費
用
助
成
を

実
施
し
な
い
か
。

部
長　

ア
５
月
時
点
で
、
多

摩
26
市
で
４
市
が
既
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
対
象
期
間
や
年
齢
、

助
成
方
法
に
は
一
部
差
が
あ
る
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

国
の
自
転
車
活
用
推
進
法
が

施
行
さ
れ
、
更
な
る
自
転
車
の

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
よ

り
安
全
な
道
路
環
境
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
。
ア
歩
道
を
設
置

し
て
な
い
狭
隘
道
路
で
の
対
応

は
。
イ
指
定
通
学
路
以
外
の
道

路
に
も
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設

置
し
な
い
か
。
ウ
自
転
車
活
用

推
進
計
画
の
策
定
は
。
エ
市
独

自
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
考
え

な
い
か
。

部
長　

ア
白
線
や
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
設
置
し
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
通
学
路
点
検
等

を
通
じ
て
、
色
が
薄
く
な
っ
て

い
る
等
の
ご
指
摘
を
頂
き
、
補

修
や
危
険
個
所
へ
看
板
の
設
置

を
行
な
う
等
の
対
応
を
し
て
い

る
。
イ
全
て
に
対
応
す
る
こ
と

は
困
難
な
面
が
あ
る
。
区
域
を

定
め
て
時
速
30
キ
ロ
の
速
度
規

制
を
行
う
ゾ
ー
ン
30
を
、
平
成

25
年
度
に
東
小
学
校
の
区
域
の

一
部
で
整
備
し
て
お
り
、
令
和

６
年
度
に
は
本
町
小
学
校
周
辺

で
も
導
入
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ウ
具
体
的
な
策
定

時
期
等
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。
エ
他
市
と
相
互
に
乗
り

入
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、

既
に
民
間
の
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事

等
を
踏
ま
え
、
民
間
事
業
者
と

の
協
定
を
今
年
度
中
に
締
結
す

る
方
向
で
動
い
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
中
央

線
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
現
状
把
握
、

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

果
は
。
ウ
３
人
目
の
選
任
は
。 

部
長　

ア
動
画
や
子
ど
も
向

け
サ
イ
ト
、
オ
ン
ブ
ズ
に
よ
る

周
知
や
啓
発
、
教
育
委
員
会
の

協
力
で
冊
子
配
布
。
イ
昨
年
度

29
件
の
新
規
相
談
、
う
ち
子
ど

も
か
ら
15
件
。
今
年
度
は
12
件
。

ウ
予
算
計
上
し
慎
重
に
検
討
。

❹
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
を

条
例
化
し
て
い
く
か
。

市
長　

子
ど
も
の
意
見
表
明

が
市
政
全
般
に
重
要
。
条
例
化

ま
で
述
べ
る
段
階
で
は
な
い
。

❺
学
校
現
場
に
子
ど
も
の
権

利
の
理
念
は
浸
透
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

子
ど
も
の
権
利
及

び
校
則
等
考
え
た
い
。

部
長　

教
員
一
人
一
人
が
子

ど
も
の
権
利
の
理
解
を
深
め
、

人
権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
指

導
を
推
進
し
て
い
く
。

的
実
施
に
向
け
て
計
画
に
合
わ

せ
て
予
算
化
も
検
討
し
て
い
く
。

❷
中
学
校
部
活
動
は
存
続
の

危
機
で
あ
る
と
訴
え
て
２
年
。

地
域
移
行
や
拠
点
校
方
式
の
前

に
生
徒
が
主
体
的
に
新
た
な
部

活
動
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
、
環
境
を
整
備
す
べ
き
。

ア
中
学
校
の
１
年
は
決
し
て
帰

っ
て
こ
な
い
貴
重
な
１
年
で
あ

り
、
早
急
に
整
備
す
べ
き
。
イ

新
た
な
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
い
つ
ど
こ
で
策
定
す
る
の
か
。

部
長　

ア
指
導
室
が
中
心
と

な
り
、
年
度
内
に
策
定
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

教
育
長　

イ
子
ど
も
一
人
一

人
の
好
き
を
伸
ば
す
部
活
動
の

在
り
方
を
考
え
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
は
同
感
で
あ

り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

イ
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
。

早
く
と
も
秋
頃
と
な
る
。

市
長　

イ
早
け
れ
ば
そ
う
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
。

❷
今
後
の
交
通
弱
者
の
対
応

に
つ
い
て
。
公
共
交
通
不
便
地

域
解
消
や
持
続
可
能
な
公
共
交

通
の
整
備
に
向
け
て
次
な
る
具

体
的
な
検
討
を
直
ち
に
開
始
す

る
必
要
が
あ
る
。

部
長　

小
金
井
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

議
論
い
た
だ
き
、
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
そ

の
中
で
、
幅
広
い
方
か
ら
ご
意

見
を
伺
い
課
題
の
整
理
、
そ
れ

に
向
け
た
基
本
方
針
・
目
標
の

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー

防
災
（
備
え
な
い
防
災
）
に
つ

い
て
再
び
質
問
し
ま
し
た
。

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

現
在
も
な
お
廃
部
の
現
実
が

あ
る
中
で
、
部
活
動
存
続
を
そ

の
中
学
校
だ
け
で
考
え
る
よ
り
、

今
後
の
部
活
動
の
在
り
方
へ
新

た
な
方
策
が
必
要
で
あ
る
。
ア

や
り
た
い
部
活
動
が
進
む
中
学

校
に
な
い
場
合
に
、
部
活
動
を

理
由
と
し
て
指
定
校
変
更
を
希

望
で
き
る
制
度
を
創
設
い
た
だ

い
た
。
た
だ
、
潜
在
的
ニ
ー
ズ

は
ま
だ
存
在
す
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。
イ
中
体
連
の
大
会
実

施
要
項
改
定
を
機
に
、
や
り
た

い
部
活
動
が
在
籍
校
に
存
在
せ

ず
と
も
、
放
課
後
等
に
拠
点
校

で
そ
の
部
活
動
が
で
き
る
「
拠

点
校
方
式
」
の
導
入
で
、
既
存

部
活
動
の
存
続
と
潜
在
的
ニ
ー

ズ
の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
、
部

活
動
の
新
規
設
置
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
部
活
動

の
地
域
移
行
を
見
据
え
る
上
で

も
、
拠
点
校
方
式
は
む
し
ろ
現

実
的
で
、
他
市
事
例
か
ら
本
市

に
お
い
て
も
実
施
可
能
と
考
え

る
が
見
解
は
。

部
長　

ア
現
時
点
で
応
え
ら

れ
て
い
な
い
ニ
ー
ズ
も
あ
る
と

考
え
る
。
イ
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
部
活
動
の
設
置
、
部
活

動
の
地
域
移
行
の
推
進
に
当
た

り
、
拠
点
校
方
式
も
大
き
な
視

点
。
導
入
に
は
様
々
な
視
点
か

ら
検
討
が
必
要
な
た
め
、
現
時

点
で
は
難
し
い
も
の
と
捉
え
る

が
、
今
後
の
部
活
動
の
在
り
方

を
探
る
一
つ
の
視
点
と
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
通
学
区
域
の
弾
力

的
運
用
（
三
小
特
例
）
の
継
続

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

市
職
員
を
対
象
に
し
た
防
災

訓
練
、
避
難
訓
練
は
行
わ
れ
て

い
る
が
、
大
規
模
自
然
災
害
が

発
災
し
た
時
に
対
応
が
出
来
る

か
疑
問
で
あ
る
。
現
状
の
訓
練

が
無
駄
と
は
言
わ
な
い
が
、
視

点
を
変
え
、
新
し
い
訓
練
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
現

在
、
庁
舎
で
の
来
庁
者
避
難
誘

導
訓
練
は
実
施
し
て
い
な
い
。

平
日
の
昼
間
発
災
時
、
第
二

庁
舎
に
は
１
日
約
240
人
が
来
庁

し
、
約
360
人
の
職
員
が
働
い
て

い
る
こ
と
か
ら
大
体
400
人
以
上

が
い
る
と
想
定
さ
れ
、
発
災
時

は
避
難
誘
導
が
必
要
で
あ
る
。

８
階
建
て
の
第
二
庁
舎
の
避
難

経
路
は
階
段
１
か
所
で
あ
る
。

誰
が
誘
導
し
、
ど
の
順
序
で
避

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

❶
弱
者
を
作
り
出
さ
な
い
社

会
、
地
域
を
目
指
す
べ
き
。
ア

昨
年
合
理
的
配
慮
提
供
補
助
事

業
が
始
ま
り
、
配
慮
提
供
店
の

ス
テ
ッ
カ
ー
表
示
が
始
ま
っ
た

が
、
助
成
制
度
活
用
と
ス
テ
ッ

カ
ー
の
配
布
状
況
は
ど
う
か
。

部
長　

令
和
４
年
の
条
例
改

正
で
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的

配
慮
の
提
供
義
務
化
に
伴
い
、

昨
年
４
月
か
ら
合
理
的
配
慮
提

供
に
必
要
な
費
用
の
助
成
制
度

を
設
け
た
。
助
成
制
度
の
活
用

及
び
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
と
も
に

昨
年
度
は
１
件
だ
っ
た
。
ス
テ

ッ
カ
ー
は
助
成
制
度
利
用
事
業

者
に
限
ら
ず
、
自
費
で
配
慮
提

供
を
行
う
事
業
所
に
も
配
布
し

て
い
る
。
商
工
会
へ
そ
の
旨
を

周
知
し
、
配
布
希
望
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
５
件
の
希
望
が
あ
っ

た
た
め
、
準
備
で
き
次
第
配
布

す
る
。

❷
費
用
助
成
の
補
助
率
を
７

割
か
ら
10
割
に
で
き
な
い
か
。

部
長　

他
自
治
体
で
制
度
開

始
当
初
50
％
か
ら
利
用
率
向
上

の
た
め
100
％
に
変
更
し
た
事
例

も
あ
り
、
今
後
実
績
や
必
要
性

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

難
す
る
か
な
ど
、
誰
が
何
を
ど

う
判
断
し
指
示
す
る
か
の
訓
練

が
必
要
と
思
う
。
さ
ら
に
避
難

者
達
を
ど
こ
に
移
動
さ
せ
る
か

な
ど
の
総
合
的
な
実
施
訓
練
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長　

提
案
の
実
践
を
含
む

訓
練
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

部
長　

十
分
意
義
の
あ
る
訓

練
と
な
る
よ
う
提
案
さ
れ
た
内

容
も
含
め
検
討
す
る
。

過去の職員訓練の模様

ステッカーを紹介する様子

子
ど
も
の
権
利
を
守
る

法
律
・
条
例
に
つ
い
て

存
続
危
機
に
あ
る
水
泳
授
業
と

中
学
校
部
活
動
を
問
う

拠
点
校
方
式
で
部
活
動
存
続
と

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ

自
転
車
利
用
の
利
便
性
向
上
と

道
路
環
境
に
つ
い
て

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
費
用
助
成
を

弱
者
を
作
り
出
さ
な
い

地
域
を
目
指
そ
う

市
職
員
に
よ
る
来
庁
者
避
難

誘
導
訓
練
を
実
施
し
な
い
か
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